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論文内容の要旨
本論文の目的は，中国の少数民族問題を.1949年の革命以降の国民国家形成過程と関連づけながら.政
治地珂学の立場から考察することにある。とくに筆者は雲南省等でのフィールド調査で得た観察と克明な
統計資料の分析に基づき，民族白治区の設定過程や経済開発にともなう就業構造の民族聞の相違など，少
数民族問題の具体的展開を解明し中国の少数民族問題の実態と現政権の政策に対する批判的展望を試み
る。
序論では，ます‘政治地理学と同民国家論について，および中国の国民国家形成と少数民族問題に関する
地珂学，政治学，文化人類学などの先行研究が概観される。そのうえで現代の研究動向において，とくに
凶民国家形成の研究に関しては. i国民」の内実とは何かが問われ，少数民放研究においては.国民形成
にともなう民族のアイデンティティの動態的考察が焦点、となっていることを指摘する。
第I章「中国における民族自治地方の設立過程と展開」では，中国の国民国家形成において重要な役割
をはたした民族区域内治制度の形成過程と.この制度の実施によって「諸民族の平等」が達成されたか否
かが考察される。 1950年代前半に急速に整備された民族区域自治制度とは.それ以前の民族自治区や~キ
連合政府を.新しい自治!X:.自治州，自治県などの行政体に再編して成立したものである。本章で筆者は，
特定の少数民族が当該民族の民族自治地hに居住する比半と，少数民族の自治優遇状況を示す指標として
筆者の考案した自治得点の検討から，この制肢の整備の結果からは. r 諸民族の平等」が必ずしも達成さ
れて1;)ないことを示唆する。
第E辛':I中用における 5自治援の領域画定の過程」では，民族区域門治制度実施に際して，内モンコ.ル，
新彊ウイグル，広西1士族，寧夏回族，チベットの 5白治区で行なわれた自治領域の珂定過程が考察される。
中国政府は「大分散，小集居」と言う一般的な少数民族分布状況の認定を根拠として.それに対!必した領
域防i定作業を遂行したとされるが.内モンゴルでは民族集中度を高めるような領域設定がみられたものの.
他の 4自治以では同一民族の分布領域を分断する領域設定が行なわれたの筆者はこのような連続した民族
分ゐ領域を細分化して牢間的実体を設定する政策は.新たな民族分割統治であると批判する。
第血章「雲南省における少数民族政策の展開」は，多数の少数民族が分布する雲南省、の事例研究である。
解放当初の雲南省i!1境部は，欧米列強，国民党勢力，土司勢力が交錯する緩街地搭であり，共産党政権は
国土空間保持の立場から少数民族の国民国家への統合を進めようと試みた。その統合過程では，国民形成
に際しての民族議別工作よりは民嫉区域自治制度整備にともなう領域開定作業と中央統治の方が先行し，
少数民族独自の社会党展の道は閉ぎされていたω その後の交通網の整備や強制的な漢化政策の遂行b 少
一13;-
数民族の主体的発展を限むものであった。
第N章「新彊ウイグル自治区における地域開発と民族間一.重構造」では，新彊ウイグル自治区を事例に，
共産党政権下で行なわれた労働力移動をともなう地域開発の実態の分析から，都市と農村，工業と農業の
発展の格発の存在により，流入する漢族と地広にJC来住む少数民肢との経済格差の増大と.同自治区の少
数民族比率の低下の傾向を示そうとする。
第V掌「インターネットにおける民族運動の展開」では，最近のインターネット上での中国の民族運動
情報について言及している。とくに問題の起こっている，チベット，東トルキスタン，内モンゴルなどの
地域における民族逼動に携わる団体の活動内容を紹介し，中国の少数民族問題はもはや単なる国内問題と
して隠蔽できないほど国境を越えて広がっており，インターネットを通じて，詳しい情報が世界中に発信
されている現状を叙述しこの分野での考察が今後の少数民族問題の考楽に有効であるとの見通しを語っ
ている。
論文審査の結果の要旨
本論文は，チベットや新彊ウイグjレ自治区などでの最近の民族主義の高まりを念頭に起きつつ，雲南省
や内モンゴルなどを含む中国の少数民族の居住地域と政治領域との関係について考察したものである。著
者は雲南，チベッ卜など中国西南部地)3-における調査資料をもとに，民族自治区の設定と民族分命との対
応関係の分析を中心に，少数民族の政治地理的考察を試みた3 地理学の研究は政治学や経済学のそれとは
違って.民族分.(n-や政治領域の空間的形態や構造に重点を置くゆえに.他の関連諸科学の研究が見逃して
いた側面に照明をあてることができる。本論文もこの面で従来の研究にはみられなかった新たな成果をも
たらしたものであると評価できょう。
第I章では，民族区域自治制度の実践過程が考察される。民族自治区域の設定は.少数民肢自身のアイ
デンティティの認定に某づくのではなく，民族自治地方行政領域設定の必要から行なわれた経緯があるの
で.各地で実際の民族分布に整合しない地方行政領域が設定される結果を招いたこと，そしてこのような
事情が，民族によって政治参加への機会の干ー等に薫異を生ずる結果を招いたことなどが指摘されるが.そ
の着眼は卓抜である。
第H章では.民族区域自治制度実施に際して.内モンゴル，新彊ウイグル，広西壮族，卒夏田族，チベ
ットの5自治区で行なわれた行政領域の画定過程を具体的に検討している。中国政府は各少数民族が分散
して小さく凝集する「大分散，小集居j という一般的な少数民族分布状況の認定を恨拠として，それに対
応した自治領域画定作業を遂行したとされるが，筆者はこの見解が現実にそぐわず.民族分布が「大分散.
小集届」に見えるのは，現行の行政区画が民族の分布に対応せずに引かれたことに一因があるとの見方を
採る。そしてこのような共産党政府による連続した民族分布領域を細分化して雫間的実体を設定する政策
は，新たな民族分割統治であると批判するの
第E章は雲南省の事例研究である。共産党政権は同上空間保持の立場から少数民族の国民国家への統合
を早期に進めようと試みた。その統合過程では，同民形成に際しての民肢識別工作よりは，民族区域自治
制度整備にともなう傾城画定作業と中央統治の庄が先行し少数民族独自の社会発展の道は閉ざされてい
た。その後の交通網の整備や強制的な漢化政策の遂行も.少数民族の主体的発展を阻むものであった。最
近の経済発展にともなう地域格煮の拡大仏民族間格差の拡大を助長している，といった見解が引き出さ
れるが，その叙述は具体的な資料に某づいて展開されており.論の展開に説得力がある。
第N壱:では，経済学における中凶の地域間均衡発展と地域開発を取り上げた先行研究を見据えながら，
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ウイクソレ族の先住する地域に漢族の流入が告しい新種ウイグルr:1治区の事例を取り上げている"共政党政
権トでの労働力移動をともなう地域開発の実態を分析し地域経済の構造や就業構造などの検討から，都
市と農村， T業と農業の発展の格差の存在により，流入する漢族と地元に元米作む少数民族との経済格差
の増大と，同日治1><:の少数民族比率の低下の傾向一一筆者のいう二重構造の存在を実証しようとしている 3
そのl-.で，筆者は政府が地域開発問題を少数民峡問題との関連を顧慮しないままに進めていることには大
きな問題があると指摘するの確かにこの地肢の経済開発にともなって，漢民族の移入が増加しており，し
かも経済的な利益の恩恵にあずかる層も，少数民脹ではなく漢民族であることが，統計資料の分析から明
らかであり.最近ときどき起こっている民族暴動の背崇が知られ興味深い。
第V章は，最近包、速に発展しつつあるインターネット上で-の民族運動に関する情報の考察であり，この
精の考察が今後の少数民族研究に角効であるとの見通しを語っているC
本論文は以上の 5章の論考をもって，中国における少数民肢の分布とそれと必ずしも整合しない民族自
治地万行政区聞の設定という，政治地理学の格好の題材をとりあげ、.少数民肢問題のこれまでに触れられ
てこなかった似1)面を露呈させた意義ある論文であると評価できる。 2・3の図表に一部わかり難い点、が
認められ.また叙述の一部に論拠をあげないで結論に先定る筒所もあるが，全体としての論文の価値を損
なうほどのものではないの
以卜の所見により，本論文は大阪市立大学博十(文学)の学位を授与するに相するものであると認めら
れる。
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